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青山学院大学日文院生の会



青
山
日
文
院
生
研
究
会
が
二
○
一
四
年
一
二
月
六
日
を
以
て
最
終
回
を
迎
え

た
。
本
会
は
青
山
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
・
日
本
語
専
攻
の

院
生
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
を
行
い
、
参
加
者
が
各
自
の
専
門
の
枠
を
超
え
て

研
究
成
果
を
発
表
し
合
う
研
究
会
と
し
て
二
○
二
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
場
を
以
て
、
本
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
を
行
う
こ
と
と

す
る
。ま

ず
は
こ
こ
で
、
簡
単
に
こ
れ
ま
で
の
青
山
日
文
院
生
研
究
会
の
活
動
内
容

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
本
会
で
は
前
期
・
後
期
各
三
回
程
度
の
例
会
と
、
毎

年
二
回
の
大
会
（
春
季
・
秋
季
）
を
開
催
し
て
き
た
。
例
会
で
は
毎
回
二
名
の

発
表
者
が
、
研
究
発
表
も
し
く
は
論
文
紹
介
を
行
い
、
特
に
年
二
回
の
大
会
に

於
い
て
は
本
学
の
卒
業
生
の
他
、
非
常
勤
、
専
任
の
先
生
方
に
も
御
講
演
も
し

く
は
御
発
表
を
行
っ
て
頂
い
た
。
二
○
二
年
度
に
は
山
本
啓
介
先
生
（
新
潟

大
学
）
、
大
橋
直
義
先
生
（
和
歌
山
大
学
〔
当
時
、
本
学
兼
任
講
師
〕
）
、
安
田

尚
道
先
生
。
二
○
一
二
年
度
に
は
若
松
伸
哉
先
生
（
愛
知
県
立
大
学
）
ゞ
大
上

正
美
先
生
。
二
○
一
三
年
度
に
は
松
本
麻
子
先
生
（
い
わ
き
明
星
大
学
）
、
佐

伯
真
一
先
生
、
二
○
一
四
年
度
に
は
工
藤
健
一
先
生
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
に

御
登
壇
頂
き
、
ま
た
第
八
回
例
会
に
於
い
て
は
廣
木
一
人
先
生
に
も
御
発
表
頂

青
山
日
文
院
生
研
究
会
・
活
動
報
告

い
た
。
い
ず
れ
も
院
生
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
機
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
毎
年
、

年
度
初
め
に
は
《
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
企
画
》
と
し
て
、
本
学
卒
業
生
で
現
在

古
籍
商
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
谷
大
先
生
に
書
誌
学
講
座
を
お

願
い
し
た
。
参
加
者
全
員
が
一
点
ず
つ
古
書
を
手
元
に
置
き
、
実
際
に
手
で
触

れ
つ
つ
調
査
の
練
習
を
す
る
と
い
う
賛
沢
な
内
容
で
毎
回
好
評
で
あ
っ
た
。
こ

の
他
、
学
外
か
ら
も
、
第
一
三
回
例
会
に
は
塩
川
和
広
氏
（
立
教
大
学
大
学
院

生
）
を
、
最
終
回
に
は
加
藤
秀
雄
氏
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
機
関
研
究
員
）

を
御
招
き
し
て
、
発
表
を
行
っ
て
頂
い
た
。
更
に
、
二
○
一
三
年
度
春
季
大
会

に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
院
生
の
国
富
画
国
匡
号
呂
①
氏
、
第
一
六
回
例
会
に
は

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
院
生
の
崖
の
×
聖
旨
呂
呂
の
具
。
氏
、

そ
し
て
最
終
回
に
は
本
学
日
本
文
学
科
が
学
術
提
携
を
結
ん
で
い
る
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
言
語
・
文
化
研
究
科
の
冨
昌
ご
呂
蜀
呂
氏
と
い
っ
た

よ
う
に
、
積
極
的
に
海
外
の
大
学
院
生
も
御
招
き
し
て
御
発
表
頂
い
た
。
或
程

度
、
国
際
的
な
研
究
の
場
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
会
へ
の

来
場
者
と
し
て
は
本
学
日
本
文
学
・
日
本
語
専
攻
の
院
生
だ
け
で
な
く
学
部
生

や
他
学
科
の
学
生
、
他
大
学
の
院
生
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
内
、
特
に

学
部
生
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

青
山
日
文
院
生
研
究
会
・
幹
事
杉
山
和
也
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そ
の
内
の
幾
人
か
は
本
学
大
学
院
に
進
学
し
て
い
る
。
従
来
学
部
生
に
と
っ
て

把
握
し
辛
か
っ
た
大
学
院
の
様
子
を
紹
介
す
る
役
割
も
、
本
会
は
果
た
し
て
来

た
と
言
え
る
。

研
究
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
二
○
二
年
三
月
二
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

第
一
回
目
の
立
ち
上
げ
の
大
会
が
東
日
本
大
震
災
の
為
に
中
止
に
追
い
込
ま
れ

て
し
ま
う
な
ど
困
難
は
多
々
あ
っ
た
。
し
か
し
．
御
陰
様
で
設
立
以
来
の
約
四

年
間
で
通
算
二
三
回
、
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
は
そ
の
具
体
的

な
活
勤
内
容
で
あ
る
（
敬
称
略
。
肩
書
き
は
そ
れ
ぞ
れ
発
表
当
時
の
も
の
と
し

た
）
。
内
容
か
ら
し
て
も
「
参
加
者
が
各
自
の
専
門
の
枠
を
超
え
て
、
研
究
計

画
、
研
究
成
果
を
発
表
し
合
え
る
研
究
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て

ゆ
く
」
と
い
う
当
初
の
目
的
を
、
或
程
度
叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
か
。
御
協
力
下
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
は
、
改
め
て
こ
の
場
を
借
り
て
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
ま
た
何
ら
か
の
形
で
こ
う
し
た
院
生
同

士
の
研
究
発
表
、
情
報
交
換
の
場
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

【
〈
１
〉
第
一
回
例
会
】

・
日
時
唖
二
○
一
一
年
四
月
二
○
日
（
水
）
一
八
二
一
○
～

・
会
場
”
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
七
二
教
室

〈
研
究
発
表
〉
曹
昇
舷
（
中
古
／
博
士
前
期
）
》

『
河
海
抄
』
に
お
け
る
夕
顔
巻

ｌ
『
伊
勢
物
語
』
と
の
関
係
を
中
心
に
」

〈
研
究
発
表
〉
杉
山
和
也
（
中
世
／
博
士
後
期
）
》

「
ヌ
エ
の
変
貌
」

【
〈
２
〉
第
二
回
例
会
】

・
日
時
《
二
○
二
年
五
月
二
五
日
（
水
）
一
八
や
○
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
七
二
教
室

〈
研
究
発
表
〉
小
石
原
悠
介
（
近
代
／
博
士
前
期
）
》

「
横
光
利
一
「
時
間
」
論
」

〈
研
究
発
表
〉
岡
田
純
子
（
日
本
語
学
／
博
士
前
期
）
》

「
Ｒ
本
語
の
文
法
体
系
か
ら
見
た
複
合
辞

ｌ
複
合
副
助
詞
の
位
置
づ
け
ｌ
」

【
〈
３
〉
第
三
回
例
会
】

・
日
時
二
一
○
一
一
年
六
月
二
八
日
（
火
）
一
七
》
○
○
～

・
会
場
錘
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
総
研
ビ
ル
一
四
五
○
五
教
室
（
科
学
実
験
室
）

〈
研
究
発
表
〉
及
川
早
紀
（
近
代
／
博
士
後
期
）
》

「
芸
術
至
上
主
義
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
ヘ

ー
佐
藤
春
夫
の
小
説
手
法
の
転
換
点
ｌ
」

〈
研
究
発
表
〉
嘉
村
雅
江
（
中
世
／
博
士
後
期
）
》

「
歌
枕
書
の
国
名
分
類
ｌ
歌
枕
「
な
ど
」
に
関
し
て
」

【
〈
４
〉
二
○
二
年
度
秋
季
大
会
】

・
日
時
》
二
○
一
一
年
九
月
二
四
日
（
土
）
一
四
鋪
三
○
～

．
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
三
○
教
室
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〈
研
究
発
表
〉
大
橘
直
義
（
中
世
／
本
学
兼
任
講
師
言

「
『
水
鏡
』
の
方
法
と
構
想
」

〈
研
究
発
表
〉
山
本
啓
介
（
中
世
／
新
潟
大
学
）
￥

「
室
町
期
歌
合
の
新
資
料
を
め
ぐ
っ
て

Ｉ
文
明
十
七
年
十
八
番
歌
合
」

〈
研
究
発
表
〉
網
倉
勲
（
近
代
／
博
士
後
期
）
》

「
貝
殻
の
叫
び

ｌ
水
上
瀧
太
郎
「
新
聞
記
者
を
憎
む
の
記
」
論
考
」

【
〈
５
〉
第
四
回
例
会
】

・
日
時
恥
二
○
二
年
一
○
月
二
五
日
（
火
）
一
八
一
○
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
二
○
教
室

〈
研
究
発
表
〉
杉
山
和
也
（
中
世
／
博
士
後
期
）
》

「
日
本
に
於
け
る
鰐
（
ワ
ニ
）
の
認
識
」

〈
研
究
発
表
〉
杉
村
千
亜
希
（
中
古
／
博
士
後
期
）
》

「
『
更
級
日
記
』
の
文
体
に
み
る
『
源
氏
物
語
』
の
影
響
」

【
〈
６
〉
第
五
回
例
会
】

・
日
時
》
二
○
二
年
一
二
月
一
九
日
（
月
）
一
七
”
三
○
～

・
会
場
缶
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
総
研
ピ
ル
一
四
六
○
五
教
室

〈
研
究
発
表
〉
曲
揚
（
近
代
／
博
士
前
期
）
》

「
宮
沢
賢
治
『
風
の
又
三
郎
』
の
戦
時
下
で
の
受
容

ｌ
「
童
話
作
家
」
宮
沢
賢
治
の
出
発
点
」

〈
研
究
発
表
〉
多
田
知
子
（
日
本
語
学
／
科
目
等
履
修
生
）
》

ご
般
化
以
前
の
連
体
形
終
止
、
い
わ
ゆ
る
連
体
止
め
に
つ
い
て
」

【
〈
７
〉
第
六
回
例
会
】

・
日
時
“
二
○
一
二
年
一
月
三
一
日
（
火
）
一
七
￥
○
○
～

・
会
場
“
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館
二
七
二
教
室

〈
研
究
発
表
〉
曹
昇
銭
（
中
古
／
博
士
前
期
）
》

。
宇
多
」
的
な
も
の
の
継
承
」

〈
研
究
発
表
〉
西
井
弥
生
子
（
近
代
／
博
士
後
期
）
》

「
交
錯
す
る
『
東
京
行
進
曲
』
」

【
〈
８
〉
二
○
二
年
度
春
季
大
会
】

・
日
時
唖
二
○
一
二
年
三
月
三
一
日
（
土
）
一
六
》
三
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
七
一
教
室

〈
研
究
発
表
〉
塚
本
飛
鳥
（
近
代
／
博
士
後
期
）
》

「
坂
口
安
吾
「
閑
山
」
論
Ｉ
『
狸
」
と
「
放
庇
こ

〈
研
究
発
表
〉
富
田
絵
美
（
中
国
史
／
本
学
大
学
院
史
学
専
攻
博
士
後
期
）
釦

「
六
朝
「
再
生
説
話
」
の
編
纂
と
受
容
」

〈
講
演
〉
安
田
尚
道
（
本
学
教
授
）
率

「
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
神
話
と
小
正
月
の
行
事
」

【
〈
９
〉
第
七
回
例
会
】

・
日
時
”
二
○
一
二
年
四
月
二
六
日
（
木
）
一
八
二
○
～

．
会
場
￥
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
三
七
一
教
室
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〈
論
文
紹
介
〉
杉
山
和
也
（
中
世
／
博
士
後
期
）
》

増
尾
伸
一
郎
「
交
錯
す
る
〈
羽
衣
〉
伝
承

’
二
十
世
紀
初
期
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

比
較
研
究
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

（
堀
池
信
夫
編
『
知
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
明
治
書
院
、
二
○
二
年
所
収
）

〈
講
座
〉
大
谷
大
（
本
学
卒
業
生
）
》

《
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
企
画
》
「
実
践
的
書
誌
学
識
座
（
超
初
級
編
ご

【
〈
仰
〉
第
八
回
例
会
】

・
日
時
《
二
○
一
二
年
六
月
五
日
（
火
）
一
八
二
○
～

・
会
場
僻
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
総
研
ピ
ル
一
四
六
○
五
教
室

〈
研
究
発
表
〉
岡
田
純
子
（
日
本
語
学
／
博
士
前
期
）
》

「
副
助
詞
の
歴
史
的
変
遷
古
代
語
か
ら
現
代
語
に
至
る
ま
で
」

〈
研
究
発
表
〉
廣
木
一
人
（
本
学
教
授
）
》

「
「
韻
字
和
歌
」
と
い
う
こ
と
」

【
〈
川
〉
第
九
回
例
会
】

・
日
時
識
二
○
一
二
年
七
月
二
四
日
（
火
）
一
六
》
○
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
一
七
号
館
一
七
六
○
一
教
室

〈
論
文
紹
介
〉
及
川
早
紀
（
近
代
／
博
士
後
期
言

井
上
健
「
佐
藤
春
夫
と
エ
ド
ガ
ア
・
ボ
オ
」

（
大
谷
女
子
大
学
志
学
会
編
『
大
谷
女
子
大
学
紀
要
』

一
二
巻
一
号
、
一
九
七
七
年
九
月
所
収
）

〈
研
究
発
表
〉
高
村
圭
子
（
中
世
／
博
士
後
期
）
》

「
日
本
に
お
け
る
「
天
」
の
思
想
の
変
容

ｌ
反
逆
の
物
語
と
し
て
の
平
家
物
語
ｌ
」

【
〈
枢
〉
二
○
一
二
年
度
秋
季
大
会
】

・
日
時
唖
二
○
一
二
年
九
月
三
○
日
（
日
）
一
四
牢
三
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
総
研
ビ
ル
一
四
六
○
三
教
室

〈
研
究
発
表
〉
萬
処
恵
（
近
代
／
博
士
後
期
）
”

「
矢
田
津
世
子
『
家
庭
教
師
』
に
於
け
る
女
性
と
異
郷
」

〈
研
究
発
表
〉
杉
山
和
也
（
中
世
／
博
士
後
期
）
琴

「
日
本
に
於
け
る
鯨
鯛
の
認
識
」

〈
研
究
発
表
〉
若
松
伸
哉
（
愛
知
県
立
大
学
）
》

「
グ
ロ
テ
ス
ク
な
愛
Ｉ
坂
口
安
吾
「
紫
大
納
言
」
」

【
〈
栂
〉
第
一
○
回
例
会
】

・
日
時
“
二
○
一
二
年
一
○
月
三
一
日
（
水
）
一
七
”
○
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
一
七
号
館
一
七
三
○
一
教
室

〈
研
究
発
表
〉
武
居
辰
幸
（
中
古
／
博
士
前
期
）
《

「
蓬
生
巻
の
語
り
の
榊
造
」

〈
研
究
発
表
〉
杉
山
和
也
（
中
世
／
博
士
後
期
）
》

「
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
と
イ
オ
ウ
ガ
シ
マ
の
認
識
の
変
遷

ｌ
島
名
の
語
誌
を
手
掛
か
り
と
し
て
Ｉ
」

〈
研
究
発
表
〉
帆
苅
基
生
（
近
代
／
博
士
後
期
）
》
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「
松
本
清
張
「
ゼ
ロ
の
焦
点
一
試
論
」

【
〈
側
〉
二
○
一
二
年
度
春
季
大
会
】

・
日
時
心
二
○
言
・
年
三
月
二
七
日
（
水
）
一
四
恥
三
○
～

・
会
場
錨
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
一
七
号
館
一
七
三
○
一
教
室

〈
研
究
発
表
〉
李
滿
紅
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期
／
本
学
学
部
卒
）
《

「
『
懐
風
藻
』
の
言
志
」

〈
研
究
発
表
〉
網
倉
勲
（
近
代
／
博
士
後
期
）
《

「
水
上
瀧
太
郎
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
小
説
」
の
展
開
」

（
研
究
発
表
〉
大
上
正
美
（
本
学
教
授
）
》

「
猶
康
「
明
胆
論
」
に
つ
い
て

ｌ
諮
康
の
思
惟
の
原
型
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
こ
と
Ｉ
」

【
〈
幅
〉
第
二
回
例
会
】

・
日
時
”
二
○
一
三
年
五
月
一
四
日
（
火
）
一
八
“
四
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
七
一
教
室

〈
講
座
〉
大
谷
大
（
本
学
卒
業
生
）
》

《
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
企
画
》
「
実
践
的
書
誌
学
講
座
（
超
初
級
編
ご

【
〈
相
〉
第
一
二
回
例
会
】

・
日
時
》
二
○
一
三
年
六
月
一
八
日
（
火
）
一
八
罪
四
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
四
○
教
室

〈
研
究
発
表
〉
高
村
圭
子
（
中
世
／
博
士
後
期
）
』

弓
平
家
物
語
』
に
お
け
る
『
天
』
の
思
想

ｌ
延
慶
本
を
中
心
に
」

〈
論
文
紹
介
〉
杉
山
和
也
（
中
世
／
博
士
後
期
）
《

雲
藤
等
「
南
方
熊
楠
史
料
集
の
問
題

’
二
つ
の
全
集
を
中
心
と
し
て
Ｉ
」

（
『
熊
野
』
一
四
二
号
、
二
○
一
二
年
五
月
所
収
）

【
〈
打
〉
第
一
三
回
例
会
】

・
日
時
牢
二
○
一
三
年
七
月
二
五
日
（
木
）
一
八
》
三
○
～

・
会
場
恥
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
七
一
教
室

〈
資
料
紹
介
〉
塩
川
和
広
（
立
教
大
学
大
学
院
博
士
後
期
）
《

「
青
山
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
恵
比
寿
大
黒
』
絵
巻
」

〈
研
究
発
表
〉
塚
本
飛
鳥
（
近
代
／
博
士
後
期
）
“

「
婦
人
雑
誌
『
女
性
』
の
中
の
「
春
は
馬
車
に
乗
っ
て
」

員
把
〉
二
○
一
三
年
度
秋
季
大
会
】

・
日
時
弊
二
○
一
三
年
一
○
月
二
六
日
（
土
）
一
五
坪
三
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
七
一
教
室

〈
研
究
発
表
〉
曲
揚
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
後
期

／
本
学
研
究
科
修
了
生
）
《

「
宮
沢
賢
治
「
風
の
又
三
郎
」
作
品
解
説

ｌ
隙
間
に
よ
っ
て
生
れ
た
作
品
」

〈
研
究
発
表
〉
杉
山
和
也
（
中
世
／
博
士
後
期
）
』

「
近
代
日
本
に
於
け
る
〈
フ
イ
ロ
ロ
ギ
ー
）
受
容
の
一
側
面
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フ
ィ
ロ
ロ
キ
ー

ｌ
高
木
敏
雄
の
〈
文
献
学
〉
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」

〈
研
究
発
表
〉
松
本
麻
子
（
い
わ
き
明
星
大
学
）
》

「
磐
城
平
城
主
、
内
藤
義
概
の
和
歌
に
つ
い
て
」

【
〈
栂
〉
第
一
四
回
例
会
】

・
日
時
“
二
○
一
三
年
一
二
月
一
八
日
（
水
）
一
八
牢
○
○
～

・
会
場
”
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
七
一
教
室

〈
資
料
紹
介
〉
中
野
瑛
介
（
中
世
／
博
士
前
期
課
程
）
》

砥
き
し
ょ
う

弓
篭
篦
抄
』

〈
研
究
発
表
〉
杉
村
千
亜
希
（
筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
・
高
等
学
校
教
諭
）
》

「
文
学
研
究
は
ど
の
よ
う
に
国
語
教
育
に
資
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
」

【
〈
釦
〉
二
○
一
三
年
度
春
季
大
会
】

・
日
時
》
二
○
一
四
年
三
月
三
○
日
（
日
）
一
三
》
○
○
～

・
会
場
辞
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
七
一
教
室

〈
研
究
発
表
〉
曹
昇
絃
（
中
古
／
博
士
前
期
）
》

「
〈
カ
タ
リ
〉
と
〈
ハ
ナ
シ
〉
に
つ
い
て
」

〈
研
究
発
表
〉
七
戸
音
哉
（
明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期

／
本
学
卒
業
生
）
》

「
白
居
易
に
お
け
る
陶
淵
明
受
容
の
意
味

ｌ
「
倣
陶
潜
艫
詩
」
の
方
法
を
巡
っ
て
ｌ
」

（
研
究
発
表
〉
寺
尾
麻
里
（
中
世
／
博
士
前
期
）
》

『
連
歌
八
十
体
之
書
』
に
つ
い
て

ｌ
梵
灯
庵
と
そ
の
周
辺
ｌ
」

〈
研
究
発
表
〉
圏
〕
豊
〕
胃
い
胃
胃
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院

東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
科
博
士
後
期
）
》

「
唱
導
と
王
権
ｌ
得
長
寿
院
供
養
説
話
の
再
考
」

〈
研
究
発
表
〉
佐
伯
真
一
（
本
学
教
授
）
》

弓
倭
国
軍
記
』
の
こ
と
Ｉ
新
資
料
と
向
き
合
う
ｌ
」

【
〈
幻
〉
第
一
五
回
例
会
】

・
日
時
律
二
○
一
四
年
四
月
二
二
日
（
火
）
一
八
》
三
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
七
二
教
室

〈
講
座
〉
大
谷
大
（
本
学
卒
業
生
）
》

《
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
企
画
言
実
践
的
書
誌
学
識
座
（
超
初
級
編
ご

【
〈
駆
〉
第
一
六
回
例
会
】

・
日
時
唖
二
○
一
四
年
五
月
一
三
日
（
火
）
一
八
“
三
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
七
二
教
室

〈
擬
料
紹
介
〉
ど
異
ｇ
旨
い
言
胃
具
。

（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
博
士
後
期
）
嘩

弓
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』
の
歴
史
的
・
思
想
的
背
景
、
内
容
、
と
読
者

Ｉ
『
平
家
物
語
』
近
世
的
享
受
の
一
面
Ｉ
」

〈
研
究
発
表
〉
佐
藤
織
衣
（
博
士
前
期
）
』

「
戦
時
下
か
ら
戦
後
占
領
期
の
国
語
教
科
書
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』

【
〈
羽
〉
最
終
回
】
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．
日
時
￥
二
○
一
四
年
一
二
月
六
日
（
土
）
一
四
唾
○
○
～

・
会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
二
一
号
館
一
一
七
二
教
室

「
水
上
瀧
太
郎
の
『
三
田
文
學
』

ｌ
雑
誌
復
活
の
経
緯
と
研
究
の
視
点
ｌ
」

〈
研
究
発
表
〉
工
藤
健
一
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
繩

（
研
究
発
表
〉
網
倉
勲
（
本
学
研
究
科
修
了
生
）

一
近
代
日
本
に
於
け
る
〈
国
文
学
〉
研
究
の
黎
明
と

カ
ー
ル
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ッ
」

〈
研
究
発
表
〉
加
藤
秀
雄
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
機
関
研
究
員
）
》

「
高
木
敏
雄
Ｉ
南
方
熊
楠
往
復
書
簡
の
研
究

Ｉ
民
俗
学
の
発
生
を
め
ぐ
る
一
考
察
」

〈
研
究
発
表
〉
三
四
喜
冒
葛
異
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
束
ア
ジ
ア
言
語

・
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

「
テ
ク
ス
ト
と
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
ー
『
日
本
紀
寛
宴
和
歌
』
と

『
日
本
書
紀
私
記
』
か
ら
見
る
『
日
本
書
紀
』
の
享
受
史
」

会
場
》
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号
館
二
拾

〈
研
究
発
表
〉
杉
山
和
也
（
中
世
／
博
士
後
期
）

「
近
代
日
本
に
於
け
る
〈
園

「
開
発
を
め
ぐ
る
言
説

Ｉ
歴
史
学
で

（
す
ぎ
や
ま
・
か
ず
や
／
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

「
自
然
」
を
扱
う
た
め
に
ｌ
」
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一
、
原
稿
の
長
さ
は
規
定
し
な
い
。

一
、
青
山
学
院
大
学
日
文
院
生
の
会
会
員
及
び
、
『
緑
岡
詞
林
』
賛
助
会

会
員
が
、
本
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
そ
の
他
で
も
会
員
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
寄
稿
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
、
執
筆
者
に
は
本
誌
二
部
及
び
抜
き
刷
り
三
十
部
を
進
呈
す
る
（
こ
れ

以
上
は
実
費
負
担
）
。

一
、
投
稿
希
望
者
は
、
十
一
月
末
日
ま
で
に
論
文
題
目
を
届
け
出
、
翌
年

二
月
十
五
日
ま
で
に
論
文
を
提
出
す
る
こ
と
。

一
、
内
容
は
、
研
究
論
文
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
翻
刻
、
資
料
紹

介
、
年
譜
、
評
伝
等
を
含
む
）
で
あ
れ
ば
形
式
を
問
わ
な
い
。

『
緑
岡
詞
林
』
投
稿
規
程編

集
日
文
院
生
の
会

『
緑
岡
詞
林
』

発
行
日
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

編
集
者
青
山
学
院
大
学

日
文
院
生
の
会

印
刷
（
有
）
遠
藤
印
刷

住
所
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
４
‐
４
‐
２
５

第
三
十
九
号非

売
品
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